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Cultural properties have multiple roles as a common property of mankind, educational material for learning the culture, 
tourism resources, and so on. For sustainable use of cultural properties, it needs not only preservation but also disaster 
prevention and consolidation of infrastructure for tourists. Many books, pamphlets, and internet sites which provide 
information to tourists who visit the world heritage “Sacred Sites and Pilgrimage Routes in Kii Mountain Range”  do 
not provide information on risk may occur during sightseeing. The authors construct a new information site including 
various categories for tourists using interactive "Story Map" based on arcgis online for safe and fruitful tourism. 
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１．文化財の保全と活用に対する多角的アプローチ 
 
 文化財に関する法律や近年の政策に鑑みると文化財には幾つかの役割がある。文化財は人類共通の財産で

あり、また文化を学ぶための現存する教材であり、そして観光立国を目指すわが国にとって貴重な観光資源

でもある。これらの役割を果たすために現代に生きる我々には保全、維持管理、活用等の積極的措置を講じ

ることが求められている。それぞれの役割は、様々な人や組織によって担われている。例えば、文化財の維

持保全と活用では、文化財所有者や管理者が、可能な限り良い状態で後世に継承することや一般公開に努め

ている。観光振興利用では、地方自治体（観光課等）や観光協会、関連企業等が、周辺地域の持続可能な活

性化を含めた整備に努めている。観光立国推進基本計画1)では、「政府が総合的かつ計画的に講ずべき施

策」の１つに「文化財を中核とした観光拠点の整備」があり、今後ますます文化財が担う役割は大きくなり、

文化財とその周辺地域に関わる人や組織は増加すると予想される。また人が増えることで文化財を取り巻く

リスク（文化財のサイトで人が被災するリスク、文化財そのものが被災するリスク）も増大すると考えられ、

顕在化するまえにリスク対策を行っておくことが重要である。 
これらの多くの課題に対して、複数の組織が同じ文化財の保全や活用に独自に取り組むことになるが、文
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